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●表紙のおはなし●

　「までいの里のこども
園」のつき組さん（４歳
児）・そら組さん（５歳
児）のお友達。段ボール
でドアをつけた、素敵なお
家におじゃましました。

いいたて四季彩景 ● 春らんまん

山田善一さん（伊丹沢）が大切に守ってきた自宅前の枝垂れ桜。今年もあざやかに咲きました。

４月１日、開園・開校式の後、校舎前で、
子ども達や学校関係者がテープカットとバ
ルーンリリースを行いました。式場の体育
館でミニコンサートをプレゼントしてくれ
た歌手の岡本真夜さん（写真左端）や来賓
の皆さんも、参加してくださいました。

は
じまり
の
うた

♪

♬
♬
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は
じまり
の
うた

♪

♬
♬

開
園
・
開
校
式

平
成
30
年
４
月
１
日 

飯
舘
中
学
校
体
育
館

　
村
立
の
認
定
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・

中
学
校
の「
開
園
・
開
校
式
」が
、4
月

1
日
、改
修
さ
れ
た
飯
舘
中
学
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
か
ら
村
内
に
通
園
・
通
学

す
る
園
児
・
児
童
・
生
徒
は
、合
わ
せ

て
1
0
4
人
。式
に
は
、子
ど
も
達
と

そ
の
家
族
、来
賓
・
関
係
者
ら
お
よ
そ

5
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。　
　

　
子
ど
も
達
は
、コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
さ
ん
デ

ザ
イ
ン
の
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包

み
、カ
ラ
フ
ル
な
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
っ
て

入
場
。式
で
は
、菅
野
村
長
が「
待
ち

に
待
っ
た
日
。生
き
る
力
、思
い
や
り
、

心
の
豊
か
さ
を
柱
に
教
育
に
ま
い
進

す
る
」と
あ
い
さ
つ
。中
井
田
教
育
長
は

「『
村
の
学
校
に
通
っ
て
よ
か
っ
た
』と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
」と
決
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、代
表
の
園
児
・
児
童
・
生
徒
が

壇
上
で
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。こ
の
う

ち
、生
徒
代
表
で
中
学
3
年
生
の
川
井

萌
映
さ
ん
は
、7
年
間
に
わ
た
る
学
校

避
難
へ
の
支
援
に
感
謝
し
、「
被
災
者
の

レ
ッ
テ
ル
を
自
ら
の
力
で
は
が
し
、困
っ

て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
。先
輩
後
輩
の
絆
を
さ

ら
に
強
め
て
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
り

た
い
」と
真
っ
直
ぐ
な
眼
差
し
で
語
り

ま
し
た
。

　
式
に
続
い
て
は
、歌
手
の
岡
本
真
夜

さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し

た
。岡
本
さ
ん
と
会
場
が
声
を
合
わ
せ

て
歌
う
場
面
も
あ
り
、こ
の
日
の
思
い

が
一つ
に
重
な
る
よ
う
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
と

な
り
ま
し
た
。

新
し
い
物
語
を
始
め
よ
う

        

ご
支
援
へ
の
感
謝
を
胸
に

中学生を代表し壇上で語る３年生
の川井萌映さん｡その左は小学生
代表･飯樋小６年生の荒悠斗さん
とこども園代表の高橋ルイさん。
３人共、大勢の前で堂々と、心の
こもるスピーチを行いました｡

阪神淡路大震災の直後に「しあ
わせ運べるように」を作詞作
曲。今も被災地を励まし続ける
臼井真先生(中央)に、こども園
の園歌をつくっていただきまし
た。式で披露の場面です。

新しい制服で初めて登園･登校
した子ども達。素敵なデザイン
を贈ってくださったコシノヒロ
コさんからビデオメッセージが
届きました。

岡本真夜さんは、｢ＴＯＭＯＲＲＯＷ｣など３曲を歌い、新し
い園と学校の門出に、勇気と元気を贈ってくださいました｡

中
学
生
と
小
学
生
、
小
学
生
と
園
児
が
手
を
つ
な
ぎ
、
た
く
さ
ん
の
鉢
花
で

彩
ら
れ
た
体
育
館
に
入
場
。
輝
く
笑
顔
を
大
き
な
拍
手
が
迎
え
ま
し
た
。

も   

え
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は
じまり
の
うた

♪

♬
♬

｢福島しんたつロータリークラブ｣
｢郡山アーバンロータリークラブ｣
｢マダムタカコカンパニー｣から
中学生とおそろいのオリジナルＴ
シャツを寄贈いただきました。上
の写真は多目的ホールで開かれた
寄贈式のようすです。

　
新
築
の
こ
ど
も
園
、全
面
改
修
し
た

小
中
学
校
で
、新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

２
週
間
あ
ま
り
。園
と
学
校
を
訪
れ
る

と
、子
ど
も
達
は
、環
境
の
変
化
も
大

ら
か
に
受
け
止
め
て
、い
き
い
き
と
活

動
し
て
い
る
よ
う
す
で
し
た
。

　
中
学
生
は
、生
徒
会
の
集
会
で
、「
ど

の
活
動
に
も
全
校
生
徒
で
力
を
合
わ

せ
よ
う
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。小
学

生
は
、上
級
生
が
手
本
と
な
り
、落
ち

着
い
た
よ
う
す
で
寄
贈
の
式
に
臨
ん
で

い
ま
し
た
。こ
ど
も
園
で
は
早
速
、保

育
年
齢
に
合
わ
せ
た
避
難
訓
練
も
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
５
月
19
日
に
は
、早
速
、こ
ど
も
園
・

小
学
校
・
中
学
校
、合
同
の
運
動
会
も

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、建
設
中
の
屋

内
プ
ー
ル
や
食
育
プ
ラ
ザ（
給
食
セ
ン

タ
ー
）、前
庭
、校
庭
な
ど
施
設
の
全
体

は
夏
頃
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
す
ま
す
楽
し
み
な
今
後
の
あ
ゆ

み
も
、広
報
紙
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

開園・開校したばかりの
園と学校におじゃましました

飯舘中学校３年生

井上朱音 さん

広々とした体育館、暖か
な光が差し込む校内、本
の森で知識があふれてい
る廊下。小中学校が連携
する行事も素晴らしいも
のにしていきたいです。

３歳未満児の保育室は衛生的で楽しい遊具が
いっぱい。手づくりの給食もおいしいですよ 「わんぱくホール」で鬼ごっこを楽しむ３

歳以上児。思いっきり体を動かそう

あや  ね

草野小学校６年生

杉岡佳朋 さん
か   ほ

飯舘中学校

草野・飯樋・臼石小学校

全てが新しくてピカピカ。
更衣室などもあり使いやす
いです。みんなの雰囲気は
変わりません。私はらせん
階段が気に入っています。

までいの里のこども園
♬

♬
♪

人気の語り部スペース(中央)は畳敷き中学校の教室は落ち着いた雰囲気図書館のみならず本棚があちこちに小学生がくつろぐワークスペースこども園の廊下は曲線が楽しい明るい色合いのこども園の玄関

生徒会の集会。今年生徒会が掲げたテーマは、
「GO AHEAD!〜走りだせ！〜」※実演中

校庭での体育の授業。運動着も新しくなりました

下校前の１年生教室。「早く部活に行きたいな」

生徒会のスピーチより｡
今期の生徒会長です

１年生が仲良く下校。「今日も１日頑張った〜」

新しい毎日はどんな感じ？

平成30年５月号 6平成30年５月号7



復
興
を
歩
む

vol.36
ス
ポ
ー
ツ
公
園

プ
レ
オ
ー
プ
ン

屋内･屋外コートが使えます

●開館時間　午前９時〜午後９時
 （利用予約がない場合は
　 午後５時15分で閉館）
　※施設の利用は事前予約が必要
●休館日　年末年始
　(12月28日〜１月４日)
　※予約がない場合は休館
●使用料　直接お問い合わせを

身
に
つ
け
て
、
ぶ
つ
か
り
合
う

の
が
楽
し
い
バ
ブ
ル
ボ
ー
ル
。

鬼
ご
っ
こ
や
サ
ッ
カ
ー
遊
び
を

盛
り
上
げ
ま
す

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
に
は
洗
濯
乾

燥
機
が
あ
り
ま
す
。
温
水
シ
ャ

ワ
ー
は
１
回
１
０
０
円
で
利
用

で
き
ま
す

会議室が２室、ミーティ
ングルームが１室ありま
す。それぞれ１時間の使
用料は540円です

屋内コートのボ
ルダリングは備
品等を整備中。
使用開始は６月
頃の予定です

飯舘中学校の男子ソフトテニス部・女子ソフトテニ
ス部が、毎日の部活動で、スポーツ公園のコートを
利用しています。男女が協力して２面分のネットを
張り、練習が始まりました。写真は、女子部員が
フォアとバックの打ち方を練習しているところ。も
う片方のコートでは、男子部員が試合形式の練習を
していました。共に、声を掛け合いながら、のびの
びと。女子部の千葉萌香（もえか）部長（後列右
端）は「このコート（砂入り人工芝のコート）が気
に入っています」と充実した笑顔を見せました。雨
天時は、写真後方の建物内にある屋内コートを利用
しています。

 使用申込  いいたてスポーツ公園
      ☎０２４４-４２-０１５２
      平日 午前９時〜午後５時15分

か
り
ま
す
）。

　
そ
し
て
、小
さ
な
子
ど
も
が
安
心

し
て
遊
べ
る「
に
こ
に
こ
広
場
」も
、

公
園
内
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。「
い
い
た
て
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」は
、

目
的
に
合
わ
せ
て
、さ
ま
ざ
ま
に
利

用
で
き
る
施
設
で
す
。ぜ
ひ
皆
さ
ん

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
使
用
の
申
し
込
み
等
に
つ
い
て
は
、

左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
整
備
が
進
む「
い
い
た
て
ス
ポ
ー
ツ

公
園
」の
管
理
棟
・
屋
内
コ
ー
ト
・
屋

外
コ
ー
ト
が
完
成
し
、一
部
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
屋
内
・
屋
外
コ
ー
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ら
2
面
、フ
ッ
ト
サ

ル
コ
ー
ト
な
ら
１
面
の
広
さ
。キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
に
も

使
用
で
き
る
他
、子
ど
も
達
の
遊
び

場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
バ
ブ
ル
ボ
ー
ル

（
左
ペ
ー
ジ
の
写
真
を
参
照
）は
用

具
の
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、会
議
室
や
シ
ャ
ワ
ー
室
の
み
の

利
用
も
で
き
ま
す
。

　
施
設
全
体
が
完
成
す
る
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
は
、８
月
12
日
の
予
定
で

す
。「
陸
上
競
技
場
」に
は
、全
天
候

型
の
４
０
０ｍ
ト
ラ
ッ
ク
、人
工
芝
の

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

「
い
い
た
て
球
場
」は
、天
然
芝
を
採

用
し
て
お
り
、大
会
時
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
に
は
放
送
室
を
使
用
で
き
ま
す
。

屋
内
・
屋
外
コ
ー
ト
、陸
上
競
技
場
・

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
、球
場
は
、夜
間
使

用
も
可
能
で
す（
照
明
使
用
料
が
か

平成30年５月号 8平成30年５月号9



⃝村からのお知らせ⃝
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４
月
12
日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛

館
」
で
行
政
区
長
・
副
区
長
会
議
が
開
か

れ
、
区
長
、
副
区
長
へ
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
今
年
度
に
村
が
予
定
し
て

い
る
主
要
事
業
に
つ
い
て
各
担
当
課
長
よ

り
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
区
長
、
副
区

長
か
ら
は
、
村
内
で
の
農
業
の
取
り
組
み

や
昨
年
営
業
を
開
始
し
た
道
の
駅
の
運
営

等
に
つ
い
て
、
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
政
区
長
会
長
に
は
、
大
越
憲

一
さ
ん
（
深
谷
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
委
嘱
さ
れ
た
区
長
、
副
区
長
の
任
期

は
平
成
32
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
で
す
。▲�行政区長・副区長会議のようす▲�感謝の花束を受け取る今野元行政区長

村
内
復
興
、
前
進
誓
う

行
政
区
長
・
副
区
長
会
議

３月に退任された区長の方々
本   田　留   治 さん（草野）
佐   藤　公   一 さん（佐須）
今   野　征   美 さん（飯樋町）
赤石澤　正   信 さん（上飯樋）
菅   野　秀   一 さん（比曽）
髙   橋　文   男 さん（関根・松塚）
長谷川　健   一 さん（前田）
川   井　吉   夫 さん（二枚橋・須萱）

ご尽力ありがとうございました。

行政区長紹介（敬称略）

行政区副長紹介（敬称略）

二枚橋・須萱
佐 藤   博 ⃝新

長　泥
鴫 原  良 友 ⃝再

飯樋町
熊 谷   清 ⃝新

小　宮
只野 耕太郎 ⃝再

前　田
佐 藤  勝 見 ⃝新

比　曽
菅 野  信 男 ⃝新

宮　内
中 川  義 美 ⃝再

関　沢
長 井   実 ⃝再

臼　石
花 井   茂 ⃝再

上飯樋
鈴 木  秀 範 ⃝新

佐　須
菅 野  宗 夫 ⃝新

伊丹沢
木 幡  兼 治 ⃝再

関根・松塚
髙 橋  日出夫 ⃝新

大久保・外内
長 正  増 夫 ⃝再

大　倉
髙 木  正 勝 ⃝再

深　谷
大 越  憲 一 ⃝再

蕨　平
志 賀  三 男 ⃝再

前田・八和木
横 山  正 秀 ⃝再

八木沢・芦原
大和田  保 男 ⃝再

草　野
松 下  一 男 ⃝新

渡部　　功（草野）	 鈴木　秀一（深谷）	 山田　　登（伊丹沢）	

紺野　政勝（関沢）	 清野　美明（小宮）	 西　　幸夫（八木沢・芦原）	

大槻　博久（大倉）	 阿部　元明（佐須）	 大東　　勇（宮内）	

古川　裕治（飯樋町）	 今野　茂之（前田・八和木）	 松林　正一（大久保・外内）	

星　代四行（上飯樋）	 佐藤　明儀（比曽）	 鴫原　新一（長泥）

菅野　哲男（蕨平）	 佐藤　建夫（関根・松塚）	 山岸　安博（臼石）	

青田　光雄（前田）	 佐藤　新喜（二枚橋・須萱）

地区と行政、共に歩んでいこう
大越 憲一  行政区長会長

村の大部分の避難指示が解除されて１年。復興への道のり

は、決して楽ではないだろうが、地元地区と村行政が互い

に支え合いながら復興へ向かっていきたい。村民、皆で手と

手をつないでいきましょう



⃝村からのお知らせ⃝

村新採用職員
復興対策課農政第一係

藤
ふじ

井
い

  慎
しん

悟
ご

　出身…上飯樋

村は復興に向け着実に歩み始め
ています。誇れるふるさとのた
め、お世話になっている村民の
皆様のため、業務に力を注いで
まいりたいと思います。

村新採用職員
総務課企画係

原
はら

田
だ

 　朋
とも

　出身…深谷

至らないこともありますが、ふ
るさとの復興のため、日々の業
務に全力で取り組みたいと思い
ます。よろしくお願いします。

村新採用職員
健康福祉課健康係

國
こくぶん

分  志
し ほ り

保理　出身…須賀川市

村民の皆さまのことを第一に
日々努めていきたいです。栄養
士として至らない点もあるかも
しれませんが、一生懸命取り組
みたいと思います。

村新採用職員
復興対策課商工労政係

万
まんぷく

福  大
だいすけ

輔　出身…茨城県

未熟者ではありますが、村のた
めに誠心誠意、職務にまい進し
てまいります。よろしくお願い
いたします。

村新採用職員
認定こども園

中
なか

井
い

田
た

  多
た み こ

美子　出身…大倉

飯舘村の空の下で、までいな保
育に努めていきたいと思います。

村新採用職員
認定こども園

齊
さい

藤
とう

  ひろみ　出身…深谷

これまでの経験を活かし、子ど
も達が安心して過ごせるよう努
めていきたいと思います。よろ
しくお願いします。

村任期付職員
建設課農林土木係

山
やま

田
だ

 　茂
しげる

　出身…伊丹沢

ふるさとの復興のため、日々の
業務に全力で取り組みたいと思
います。よろしくお願いします。

村新採用職員
認定こども園

林
はやし

　 博
ひろ

美
み

　出身…臼石

子ども達と一緒に、毎日笑顔で
過ごしていきたいと思います。

村任期付職員
総務課財政係

幕
まく

田
た

  三
みつ

英
えい

　出身…伊達市

61 歳の新人です。毎日、学ぶ
ことがいっぱいいっぱいです。
コツコツと業務を進める事がで
きるように頑張ります。

福島県派遣職員
住民課生活支援係

荒
あら

木
き

　 季
みのり

　出身…福島市

県からの派遣で４月から松川事
務所で働いています。名前のと
おり実り多い１年にしたいと思
います。よろしくお願いします。

飯舘村駐在福島県職員

小
お

山
やま

  達
たつ

也
や

　出身…金山町

村に駐在する県職員です。県と
村、村民の皆さんとを繋ぐ汗か
き役になりたいと考えておりま
すので、よろしくお願いします。

村新採用職員
認定こども園

稲
いな

葉
ば

　 修
おさむ

 　出身…茨城県

子ども達が毎日、笑顔で過ごせ
るように、そして村で学べて良
かったと思ってもらえるように
がんばります。

福島県任期付職員
建設課土木係

小
こ

森
もり

谷
や

  宏
ひろ

之
ゆき

　出身…東京都

福島県及び飯舘村の復興のた
め、微力ながら業務に全力で取
り組みたいと思います。よろし
くお願いします。

村任期付職員
地域包括支援センター

佐
さ

藤
とう

  正
まさ

幸
ゆき

　出身…前田・八和木

高齢者の総合相談や介護保険関
係等、丁寧に対応するよう努め
ます。皆様が思い描いている暮
らしに少しでも近付くことができ
るよう、力を尽したいと思います。

村新採用職員
認定こども園

塙
はなわ

　 啓
ひろ

世
よ

　出身…山梨県

子ども達の笑顔がたくさん見ら
れるように、楽しい保育を心掛
けたいと思います。よろしくお
願いいたします。

高崎市派遣職員
住民課生活支援係

相
あい

澤
ざわ

  和
かず

孝
たか

　出身…群馬県高崎市

仮設住宅居住者の帰村のために取
り組んでいる新しい村づくりに、
少しでもお役に立てるよう、関係
職員の方々と協力して業務を遂行
して行きたいと思っております。

村任期付職員
地域包括支援センター

壹
い

岐
き

 　敬
たかし

　出身…福島市

村で働きはじめ、日々、村の人々
の温かさやおおらかさに触れ大
変助けられています。微力なが
ら村民の方の健康福祉に役立て
るように頑張ります。

農林水産省 出向
建設課農林土木係

増
ます

永
なが

　 浩
ひろし

　出身…熊本県

農林水産省中国四国農政局から
出向で参りました。地方自治体
の行政に携わるのは初めてです
が、村復興のため微力ながら精
一杯がんばりたいと思います。

吉川市派遣職員
健康福祉課健康係

細
ほそ

谷
や

  勇
ゆう

介
すけ

　出身…埼玉県吉川市

埼玉県東南部にある「なまずの里」と言
われる吉川市役所より派遣で参りまし
た。自然が多く、心温かい村で働くこ
とができることを嬉しく思います。ぜ
ひ、見かけた際は声をかけてください。

村任期付職員
健康福祉課健康係

五
ご

所
しょ

  俊
しゅんすけ

輔　出身…神奈川県

新人保健師として、日々学び、
成長しながらも、村民の方々の
健康のため業務に全力で取り組
みたいと思います。
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村の新しい顔 職 員 紹 介
平成30年４月１日より採用となった村職員及び派遣職員等を抱負と合わせて紹介します。



いいたて便り

仮設直売所「なごみ」閉店
感謝セールで歴史に幕
　仮設直売所「なごみ」が、３月24日に閉店セレ
モニーを開催。合わせて３月末の閉店日まで、感
謝セールを開催しました。「なごみ」は、平成24年
12月に松川第一応急仮設住宅の敷地内にオー
プンし、仮設住民の買い物場所としてはもちろん、
村民が避難先で栽培した野菜なども取り扱い、
親しまれました。５年３か月間ののべ利用者数は
約９万５千人、総売り上げ額は約８千９百万円。
飯舘村直売所連絡協議会の佐藤八郎会長（深
谷）があいさつし、利用者に感謝を伝えました。

機能移転直後から管理人となり親身に職員を支え
てくださった朝倉さん夫妻に菅野村長から花束を

地域の協力に感謝をこめて
飯野支所の閉所式
　村役場の飯野支所が、３月末で閉所となりまし
た。全村避難に伴い、役場機能を「飯野出張所

（当時）」に移したのは、平成23年の６月。以来、
地区の皆さんが活用していた福島市の建物をお
借りし、避難指示解除後もさらに１年間、支所を
置かせていただきました。村は、３月30日に閉所式
を開き、福島市飯野支所の皆さんや地域住民の
皆さんに、これまでの感謝を伝えました。また、管
理人を務めた飯野町在住の朝倉利雄さん・洋子
さん夫妻に、感謝の花束を贈りました。

桜でつながる支援に感謝
東京都調布市で交流
　４月１日、東京都調布市の仙川駅前で開かれた

「夜桜チャリティコンサート」に、飯舘中学校の卒
業生、神代優太さん（大久保・外内）と佐藤安美
さん（八木沢・芦原）が、村職員と共に参加しまし
た。このコンサートでは毎年来場者に被災地支援
を呼びかけていて、飯舘村民も桜の苗木の寄贈
などを通して応援をいただいています。神代さん
と佐藤さんは感謝を伝え｢皆さんに来てもらえるよ
う村を復興させたい｣｢震災に遭ったことで見つ
けた夢がある」とそれぞれの思いを語りました。

仙川駅のシンボルの桜の樹の下で、多くの来場者
を前に村の現状と支援への感謝を伝えました

日頃直売所を利用していた皆さんが訪れ、セレモ
ニーの後は買い物をしながら交流していました

車イスバスケット選手
村山涼さんを村も応援
　「第46回日本車いすバスケットボール選手権大
会」に出場する村山涼さん（深谷）に、４月４日、村
が激励金を贈りました。村山さんは、県内を拠点と
する「TEAM EARTH（チーム アース）」で主力
選手として活躍する一方、東北選抜にも名を連
ね、練習に取り組んでいます。
　村役場で激励金を贈られた村山さんは、応援
に感謝を述べ、「２年後の東京パラリンピック、さら
にはパリで開催される６年後のパラリンピックへの
出場も目指していきたい」と目標を語りました。

村の中学校で講演を行ったこともある村山さん
(左)。これからも目標に向けて頑張ってください

長野県小海町から
美味しい凍み餅が里帰り
　４月12日、飯樋地区の大雷神社に大型バスが
到着しました。バスには、平成24年から交流する
長野県小海町の皆さんと菅野榮子さん（佐須）ら
村民が同乗し、再会を喜び合っていました。小海
町の皆さんは、菅野さんらから凍み餅づくりを教わ
り、地元の特産品に育てようと活動していて、毎
年、菅野さんが避難していた伊達東応急仮設住
宅に、凍み餅を届けていました。菅野さんは、「大
変なことばかりだったけど、こんなにありがたいこと
もある」と交流の喜びをかみしめていました。

プロ野球観戦ツアー
特別な体験に感激！
　４月14日、東北楽天ゴールデンイーグルスの招
待によるプロ野球観戦ツアーに、村の子ども達が
参加しました。観戦したのは、宮城県仙台市の楽
天生命パークスタジアムで行われた対西武ライオ
ンズ戦です。試合開始前の先発メンバー紹介で
は、村の子ども達が、各選手の旗を持ち、オーロラ
ビジョン（球場内の大画面）に登場。さらに、梨田
昌孝監督から、監督名入りスポーツタオル、選手
のサインボールをプレゼントされるなど、サプライズ
満載の大きな励ましをいただきました。

試合前、子ども達の元へ足を運んでくださった梨
田監督（前列中央）から、タオルのプレゼント

大雷神社の桜の下､砂糖醤油で仕上げた小海町の
凍み餅を味わいます｡手前３人の右端が菅野さん

※生活支援係が移転した松川事務
　所の情報はP18をご覧ください
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4
6

3
24

つながるアルバム

交流センター
      ふれ愛館

南相馬地区
交通安全協会

　「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」に

合
わ
せ
て
、南
相
馬
地
区
交
通
安
全

協
会
が
、南
相
馬
警
察
署
と
共
に
街

頭
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
出
動
式
は
、交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ

愛
館
」で
行
わ
れ
、村
や
関
係
機
関
が

出
席
。３
月
に
八
木
沢
ト
ン
ネ
ル
が
開

通
す
る
な
ど
復
興
が
進
む
一
方
、通
行

車
両
の
増
加
や
ス
ピ
ー
ド
化
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、村
内
で
の
活
動
を
通
し

て「
事
故
を
１
件
で
も
減
ら
そ
う
」と

申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
３
月
24
日
、交
流
セ
ン
タ
ー
自
主

文
化
事
業「
山
津
見
神
社
の
オ
オ
カ

ミ
絵
に
会
い
に
行
く
」バ
ス
ツ
ア
ー
が

開
催
さ
れ
、県
内
30
人
、県
外
31
人

の
参
加
者
が
、「
国
宝
ハ
ン
タ
ー
」と

し
て
知
ら
れ
る
美
術
ラ
イ
タ
ー
・
橋

本
麻
里
さ
ん
と
共
に
来
村
。山
津
見

神
社
の
オ
オ
カ
ミ
天
井
絵
を
見
学

し
、橋
本
さ
ん
の
講
演
を
楽
し
み
ま

し
た
。交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、村
民
18

人
が
出
迎
え
、郷
土
料
理
で
も
て
な

し
、参
加
者
と
交
流
し
ま
し
た
。

県警の白バイやパトカーが先頭となり出動しました

交通安全を呼びかける「ハンドプレート作戦」

交流センターで手打ち蕎麦や郷土料理に舌鼓

山津見神社の拝殿で講演。円内は講演する橋本さん

　
伊
達
東
応
急
仮
設
住
宅
の
自
治

会
が
、地
元
住
民
の
会
と
一
緒
に
、花

見
の
会
を
催
し
ま
し
た
。仮
設
住
宅

の
退
去
が
進
み
自
治
会
が
解
散
す

る
の
に
伴
い
、今
回
が
最
後
の
開
催

と
な
り
ま
す
。す
で
に
退
去
し
た
元

住
民
や
、自
治
会
の
支
援
者
も
集
ま

り
、会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。「
皆
に
会
え
て
よ
か
っ
た
」「
最

後
に
な
る
の
は
さ
び
し
い
」と
名
残

惜
し
い
声
も
。夜
に
は
自
治
会
の
お

別
れ
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

 4
15 

　「
飯
舘
復
興
の
桜
を
守
る
会
」が

３
０
０
０
本
の
桜
を
楽
し
む「
復
興

さ
く
ら
ま
つ
り
」を
催
し
ま
し
た
。

雨
の
予
報
が
あ
り
、会
場
は
會
田
征

男
さ
ん（
伊
丹
沢
）が
養
蚕
小
屋
を

改
修
し
た
建
物
で
す
。開
花
に
合
わ

せ
て
１
週
間
前
倒
し
の
開
催
で
し
た

が
、県
内
外
か
ら
ゆ
か
り
の
皆
さ
ん

が
次
々
と
来
場
。会
の
会
長
を
務
め

る
會
田
さ
ん
は「
う
れ
し
い
。こ
う
し

て
集
ま
れ
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
か

ら
」と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

建物には舞台がありコンサートやカラオケもバッチリ

會田さんの生歌「飯舘復興の桜」で踊りを披露

4
15 

歌手の藤田征人さんと「澄美れ会」のステージも

さまざまなイベントを開いてきた伊達東交流館で

飯舘復興の桜
   を守る会

伊達東
応急仮設住宅
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４
月
の
村
の
動
き
と
主
な
で
き
ご
と

１
日	•

開
園
・
開
校
式
（
飯
舘
中
学
校
体
育
館
）

４
日	•

小
中
学
校
職
員
合
同
披
露
式
（
村
役
場
本
庁
）

５
日	•

仮
設
住
宅
・
公
的
宿
舎
管
理
人
会
議
（
村
役
場
松
川
事
務
所
）

６
日	•

春
の
交
通
安
全
運
動
出
動
式
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

６
日	•

小
中
学
校
合
同
入
学
式
（
飯
舘
中
学
校
体
育
館
）

９
日	•

認
定
こ
ど
も
園
入
園
式
（
ま
で
い
の
里
の
こ
ど
も
園
ホ
ー
ル
）

12
日	•

平
成
30
年
度
第
１
回
飯
舘
村
行
政
区
長
・副
区
長
会
議（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

20
日	•

平
成
30
年
度
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

21
日	•

飯
舘
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
出
発
式
（
綿
津
見
神
社
）

22
日	•

飯
舘
村
消
防
団
春
季
検
閲
式
（
南
相
馬
消
防
署
飯
舘
分
署
駐
車
場
）

24
日	•

大
火
山
風
力
発
電
起
工
式
（
大
火
山
現
地
）

24
日	•

第
4
回
農
業
委
員
会
定
例
総
会
（
村
役
場
本
庁
議
場
）

25
日	•
定
例
教
育
委
員
会
（
福
島
市
内
）

26
日	•
飯
舘
村
議
会
第
３
回
臨
時
会
（
村
役
場
本
庁
議
場
）

27
日	•

平
成
30
年
度
飯
舘
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

29
日	•

い
い
た
て
こ
い
の
ぼ
り
ま
つ
り
（
い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館
）

JR松川駅

国
道
４
号
線

東
北
本
線

↑福島市内方面

↓二本松市方面

松川第一仮設住宅

松川第二仮設住宅

やすらぎ斎場
松川ホール

松川第一仮設住宅

ＭＡＰ

平成30年５月号 18平成30年５月号19

入札結果をお知らせします
おしらせ

▲仮設住宅に入ってすぐ、青い看板が目印

４月から松川第一仮設住宅集会所で
仮設・借上げ住宅退去手続き等を
行っています。
　３月末で飯野支所を閉所したことから、生活支援係は
４月より松川第一仮設住宅集会所内にて業務を行ってい
ます。

【松川第一仮設住宅集会所内での届け出・手続き】
○住民相談総合窓口
　�仮設・借上げ住宅退去手続き、仮設住宅維持管理、
自治会支援等業務
　※�各種届出の際には、できるだけ前もって電話でご
確認ください。必要な場合は印鑑などの準備をお
願いいたします。

　　住民課生活支援係 （☎ ０２４－５６３－５５２８）
　　〒960－1246	 福島市松川町金沢字地蔵田１－１
 　　　	 飯舘村役場住民課生活支援係
　　　　　　　  （松川第一仮設住宅集会所内）

問

入札日／３月30日（単位：円）
工事（業務）の番号・名称 契約額（税込） 請負業者 完成予定

飯舘村役場庁舎常駐施設警備業務 15,660,000円 セコム㈱ 平成31年
３月下旬

広報いいたて作成支援業務及び飯舘村公式ウェブサイト更新業務 6,570,720円 ㈱ＳＡＧＡ ＤＥＳＩＧＮ ＳＥＥＤＳ 平成31年
３月下旬

ホームページ運用管理業務 2,340,360円 ㈱インフォメーション・ネットワーク福島 平成31年
３月下旬

復興拠点整備等総合調整業務 19,947,600円 ㈱佐川旭建築研究所 平成31年
３月下旬

いいたて村の道の駅までい館管理運営 32,799,600円 ㈱までいガーデンビレッジいいたて 平成31年
３月下旬

総合行政システム賃借料 1,998,000円 ㈱福島県中央計算センター 平成31年
３月下旬

自治体情報セキュリティ強化対策保守業務 1,418,040円 ㈱福島県中央計算センター 平成31年
３月下旬

総合型ＧＩＳ運用支援保守業務 2,005,560円 ㈱福島県中央計算センター 平成31年
３月下旬

庁内電算業務 6,285,600円 ㈱福島県中央計算センター 平成31年
３月下旬

地域インターネット保守業務 1,166,400円 東日本電信電話㈱ 宮城事業部
福島支店

平成31年
３月下旬

震災記録デジタルアーカイブシステム保守業務 2,488,320円 東日本電信電話㈱ 宮城事業部
福島支店

平成31年
３月下旬

村民コミュニティ構築支援ＩＣＴ事業 アプリケーション保守業務 9,616,320円 ㈱福島県中央計算センター 平成31年
３月下旬

村民コミュニティ構築支援ＩＣＴ事業 アプリケーション運用支援業務 19,958,400円 ㈱福島県中央計算センター 平成31年
３月下旬

一般廃棄物収集・運搬・処理・処分業務 14,796,000円 マルキン産業 平成31年
３月下旬

飯舘村警備システム管理委託事業【42局地区】 9,117,360円 セコム㈱ 平成31年
３月下旬

飯舘村警備システム管理委託事業【43局地区】 6,594,048円 ALSOK福島㈱ 平成31年
３月下旬

飯舘村防犯・防災巡回パトロール業務 231,411,600円 ㈱トーネット 平成31年
３月下旬

飯舘村防犯カメラ運用管理事業 17,177,184円 セコム㈱ 平成31年
３月下旬

メモリアルホールいいたて指定管理業務 6,912,000円 ふくしま未来農業協同組合
飯舘総合支店

平成31年
３月下旬

油圧シャベル賃借 2,483,849円 コマツレンタル㈱福島店 平成31年
３月下旬

税務ＬＡＮシステム保守支援業務 1,068,120円 ㈱福島県中央計算センター 平成31年
３月下旬

相談支援（訪問活動支援）業務 20,260,800円 ㈱トーネット 平成31年
３月下旬

飯舘村サポートセンター運営業務 47,800,800円 飯舘村社会福祉協議会 平成31年
３月下旬

宿泊体験館きこり管理運営業務 53,826,579円 飯舘楽園㈱ 平成31年
３月下旬

こどもの日鯉のぼりイベント事業業務 4,023,598円 飯舘村商工会 平成30年
６月下旬

食品放射性物質測定業務 20,034,000円 ㈱トーネット 平成31年
３月下旬

飲料水安全対策工事発注者支援業務 15,854,400円 （一財）ふくしま市町村支援機構 平成31年
３月下旬

飯舘村簡易水道事業 水道料金システム業務 2,590,920円 ㈱福島県中央計算センター 平成31年
３月下旬

飯舘村簡易水道事業 施設維持管理（浄水管理）業務 4,968,000円 理水化学㈱仙台支店 平成31年
３月下旬

飯舘村簡易水道事業 施設維持管理（日常管理）業務 2,592,000円 長谷川設備 平成31年
３月下旬

飯舘村簡易水道事業 水質検査及び保菌検査 5,400,000円 福島県環境検査センター㈱ 平成31年
３月下旬

飯舘村農業集落排水事業 処理施設維持管理業務 7,344,000円 福島県土地改良事業団体連合会 平成31年
３月下旬

福島市内応急仮設住宅浄化槽保守点検業務 6,696,000円 日東産業㈱ 平成31年
３月下旬

伊達東応急仮設住宅浄化槽保守点検業務 1,944,000円 協同組合県北地区浄化槽管理協会 平成31年
３月下旬

相馬市内応急仮設住宅浄化槽保守点検業務 2,948,400円 相双環境管理事業協同組合 平成31年
３月下旬

一時帰宅支援業務 27,506,520円 ㈱桜交通 平成31年
３月下旬

避難者生活環境整備業務 13,969,800円 ㈱トーネット 平成31年
３月下旬

仮設住宅団地での支援業務 5,076,000円 ㈱トーネット 平成31年
３月下旬

学校等再開整備事業備品購入（中学校体育館用プロジェクター一式） 2,015,280円 ㈲マルショウ事務機 平成30年
４月下旬



お く や み誕生おめでとう
氏　　　名 年齢 行 政 区

佐　藤　茂　雄 85 大久保・外内

髙　野　彌　生 78 関沢

村　松　甚　吾 86 小宮

北　山　　　夫 80 飯樋町

大和田　　　弘 82 小宮

髙　橋　安　子 85 二枚橋・須萱

井　上　元　志 71 関沢

髙　橋　富　江 92 深谷

髙　橋　　　清 61 佐須

志　賀　邦　男 80 蕨平

成　毛　克　守 85 伊丹沢

（平成 30 年３月 31 日現在）
ひとの うご き

人口 　　　今　月　（前月比） 
男	 2895 人	（－24）
女	 2912 人	（－19）
計	 5807 人	（－43）

世帯数	 1807 戸	 （＋4）

３月１日～ 31日までの
◆◆◆ 人口動態 ◆◆◆

転入	 9 人
転出	 50 人
出生	 8 人
死亡	 10 人

（住民基本台帳人口） （３月21日から４月15日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し出てください。

赤ちゃんの名前 親の氏名 行 政 区

髙　野　里
り

　桜
お

 ちゃん 尚重・香純 飯樋町

齋　藤　　　禅
ぜん

 くん 貴文・晴菜 深谷

すくすくと元気に育ってね 初

● 

ひ
と
か
た
る 

も
の
が
た
り 

● 

第
14
回

會
田 

征
男 

さ
ん
（
伊
丹
沢
）

　
水
田
、和
牛
、養
蚕
、シ
イ
タ

ケ
、大
根
…
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
た

ん
だ
よ
。
過
去
に
は
村
議
会
の

議
員
も
や
っ
た
し
、震
災
の
時
は

J
A
そ
う
ま（
当
時
）の
役
員
を

務
め
て
い
た
。沿
岸
地
域
の
J
A

の
葬
祭
会
館
に
は
、津
波
で
亡
く

な
っ
た
方
の
棺
が
並
び
き
れ
な
い

ほ
ど
並
ん
だ
ん
だ
。家
族
や
家
を

な
く
し
た
人
は
、避
難
も
ま
ま
な

ら
な
い
。ガ
ソ
リ
ン
不
足
に
苦
労

し
な
が
ら
、仕
事
に
駆
け
回
っ
た
。

　
縁
あ
っ
て
相
馬
市
の
借
り
上
げ

住
宅
に
避
難
し
た
の
は
５
月
の
下

旬
。飼
っ
て
い
た
牛
を
す
べ
て
セ
リ

明るく、イキイキ生活できるコツを教えてください！

　皆さんは、自分を支えてくれたり、伸び伸びとした気持ちにしてくれる人と
の関係や、趣味などの楽しみを、どれくらい持っておられるでしょうか。ちょっ
とした散歩や土いじりでも、しばらく家にこもっていた人が行うと、とても気分
が晴れ晴れとすることがあります。気が付くと、自分の周りが、自分のことを責
めて追い込んでくるように感じることや仕事ばかりになっていないでしょうか。
「小さな楽しみ」をたくさん持っていると、人はずいぶんと強くなります。たと
えば、前は楽しんでいたけれど震災後にやめてしまった趣味などを再開す
るのはいかがでしょう？

20年かけ自宅周辺に植えた桜は3,000
本｡｢村に再びにぎわいを｣と平成25年
から｢復興さくらまつり｣を開催してい
ます｡｢飯舘復興の桜を守る会｣会長。

に
出
し
終
わ
る
頃
に
は
、秋
に
な
っ

て
い
た
。何
と
か
営
業
を
続
け
て

き
た
A
コ
ー
プ
も
閉
店
。一
緒
に
頑

張
っ
て
き
た
職
員
と
抱
き
合
っ
て

泣
い
た
。こ
ん
な
形
で
離
れ
ば
な

れ
に
な
る
こ
と
が
、悲
し
か
っ
た
。

　
J
A
に
は
、平
成
25
年
ま
で
、

12
年
間
世
話
に
な
っ
た
。そ
の
頃

よ
く
家
に
集
ま
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー

は
、今
も
来
て
く
れ
る
ん
だ
。こ
の

「
復
興
さ
く
ら
ま
つ
り
」に
。

　
自
宅
の
周
り
に
桜
を
植
え
始

め
た
の
は
、20
年
前
。村
に
桜
の

名
所
を
つ
く
り
た
く
て
、自
宅
裏

の
山
の
上
か
ら
植
え
始
め
た
。

最
初
は「
会
田
」の
文
字
の
形
に

植
え
、そ
れ
か
ら
１
０
０
０
本

を
目
指
し
た
。
達
成
し
た
後
は

２
０
０
０
本
を
目
指
し
た
。22
年

に
は
そ
の
２
０
０
０
本
を
、す
べ
て

村
に
寄
贈
し
た
。

　
そ
し
て
震
災
が
起
き
た
。村
か

ら
人
の
姿
が
消
え
た
。少
し
で
も

元
の
姿
に
戻
し
た
い
と
、平
成
25

年
の
春
、「
飯
舘
復
興
の
桜
を
守

る
会
」と
し
て「
復
興
さ
く
ら
ま

つ
り
」を
開
い
た
。さ
ま
ざ
ま
な
つ

な
が
り
、出
会
い
を
縁
に
、多
く
の

人
が
足
を
運
ん
で
く
れ
た
。平
成

26
年
か
ら
は
植
樹
を
再
開
。桜
は

昨
年
３
０
０
０
本
に
な
っ
た
。

　
養
蚕
小
屋
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し

て
、趣
味
の
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む

建
物
に
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来

て
く
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
、そ
こ
に
泊

ま
り
た
い
と
言
っ
て
い
る
。元
気
を

も
ら
う
よ
。幸
せ
な
こ
と
だ
。楽

し
み
な
が
ら
手
伝
っ
て
く
れ
る
。

今
年
は
一
緒
に
米
を
つ
く
る
ん
だ
。

　
戻
る
人
が
ど
れ
く
ら
い
か
分
か

ら
な
い
が
、そ
れ
は
そ
れ
だ
。村
が

に
ぎ
わ
う
楽
し
い
発
想
を
、実
現

し
て
い
き
た
い
。で
き
な
い
と
決
め

つ
け
な
け
れ
ば
、何
で
も
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

心も自分も大切に。

堀先生

「心の健康相談」お問い合わせは 健康福祉課健康係（いちばん館内）☎0244-42-1638まで

精神科医　
ほりメンタルクリニック院長

堀 有伸 先生

おしえてくんちぇ   堀先生!
村民の皆さんからの相談に、堀先生がお答えします

相 談

平成30年５月号 20平成30年５月号21

　

春
で
す
。
タ
ネ
ま
き
の
季
節
で
す
。
昨
年
の
３
月
31
日
は
、
村

の
避
難
指
示
が
解
除
に
（
長
泥
地
区
を
除
く
）
な
っ
た
日
で
し
た

の
で
、
多
く
の
ご
支
援
の
お
陰
が
あ
っ
て
と
い
う
こ
と
で
「
感
謝

を
力
に
し
て
、
種
を
蒔
い
て
い
き
ま
す
」
と
い
う
新
聞
広
告
を
出

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
の
中
に
し
ま
っ
て
い
た
種
を　

　

６
年
の
間 

大
事
に
握
り
し
め
て
い
た
種
を

　

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
手
渡
さ
れ
た
種
を

　

そ
れ
ら
の 

大
切
な 

種
を
蒔
き
ま
す

　

種
が
芽
吹
い
た
ら
、
大
事
に
育
て
ま
す 

…
と

　

ア
サ
ガ
オ
の
タ
ネ
を
蒔
く
と
、
ア
サ
ガ
オ
の
花
が
咲
き
ま
す
。

ヒ
マ
ワ
リ
の
タ
ネ
を
蒔
く
と
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
花
が
咲
き
ま
す
。
私

た
ち
は
、
大
変
な
７
年
間
を
過
ご
し
て
き
た
の
で
す
か
ら
「
幸
せ

の
タ
ネ
」
を
蒔
い
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
幸
せ
の
タ
ネ
」

は
私
た
ち
の
心
や
口
や
体
で
１
年
中
蒔
い
て
い
け
ま
す
。

　
「
一
生
懸
命
、
練
習
す
る
」「
掃
除
を
し
て
部
屋
を
片
付
け
る
」

「
笑
顔
で
接
し
て
み
る
」「
約
束
を
守
る
」
な
ど
と
い
う
の
は
、
体

で
の
タ
ネ
ま
き
で
す
。

　
「
気
持
ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
を
す
る
」「
あ
り
が
と
う
と
、
お
礼

の
言
葉
を
言
う
」「
相
手
の
長
所
を
誉
め
る
」
な
ど
は
口
の
タ
ネ

ま
き
と
言
え
ま
す
。

　
「
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
つ
」「
感
謝
の
心
を
忘
れ
な
い
」「
お

互
い
様
の
気
持
ち
を
も
つ
」
は
心
の
タ
ネ
ま
き
に
な
り
ま
す
。
蒔

か
ぬ
タ
ネ
は
絶
対
生
え
ま
せ
ん
が
、
蒔
い
た
タ
ネ
は
必
ず
生
え
て

き
て
、
花
が
咲
き
ま
す
。
実
も
結
ぶ
は
ず
で
す
。

　

皆
で
「
幸
せ
の
タ
ネ
」
を
村
中
に
蒔
い
て
い
く
こ
と
に
し
ま
せ

ん
か
。

　

平
成
30
年
４
月
13
日　

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

タネまきの季節



飯舘村立草野・飯樋幼稚園

飯舘村立飯舘中学校

飯舘村立草野・飯樋・臼石小学校

さようなら仮設園舎・仮設校舎
フォトストーリー　　　閉園式・閉校式

　３月２９日、幼稚園・小学校・中学校で、それぞれ
閉園式と閉校式が行われ、子ども達が感謝をこ
めて、思い出が刻まれた仮設園舎と仮設校舎に
別れを告げました。

練習してきた太鼓を力
いっぱい仮設のホールに
響かせました。認定こど
も園の新設に伴い、草野
幼稚園・飯樋幼稚園は年
度末をもって閉園となり
ました。

｢感謝と感動そして前進」
と掲げた閉校式。遠藤哲
前校長や卒業生を招き
「学び舎に寄せる思い」
を語り合いました。校舎
前で飛ばした風船には感
謝の想いがぎっしり書き
込まれていました。

式場に掲げられた
仮設校舎の大きな
絵｡この場所で行わ
れる最後の式を見
守っていました｡

｢僕達にとってはここ
が本当の校舎でした｣
｢ありがとうございま
した｣｡心を合わせた
真っ直ぐな声。仮設
校舎にもきっと想い
が通じましたね。
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